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2011 年度 貿易統計（速報）の概要 

 

【 輸 出 】 

 輸出総額は、半導体等電子部品・自動車等が

減少し、65 兆 2,819 億円、前年度比 3.7％減、2

年ぶりの減少。数量も 4.3％減と 2 年ぶりの減

少。 

 東日本大震災後の自動車などの減産に加え、

後半には世界経済の停滞や歴史的な円高が影

響し、減少した。 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ▲ 0.8 ％ 2 年ぶりの減少 

 対 ＥＵ ▲ 3.6 ％ 2 年ぶりの減少 

 対 アジア ▲ 5.4 ％ 2 年ぶりの減少 

 対 中国 ▲ 6.9 ％ 2 年ぶりの減少 

＜ 5 大輸出品目 ＞     （億円） （増減率） 

 自動車 85,479 ▲ 05.4 ％ 

 鉄鋼 36,238 ▲ 04.4 ％ 

 半導体等電子部品 34,720 ▲ 14.7 ％ 

 自動車の部分品 30,428 ▲ 01.4 ％ 

 原動機 23,252 ▲ 01.5 ％ 

 

【 輸 入 】 

 輸入総額は原油及び粗油・LNG 等が増加し、69

兆 6,920 億円、前年度比 11.6％増となり、2 年連

続の増加。数量も 2.2％増と 2 年連続の増加。 

 原油入着価格は 114.0 ドル、前年度の 84.2 ドル

から 35.4％高。 

 原油高の高止まりに加え、震災後に原子力発電

所が停止したことで火力発電に使用する LNG（液

化天然ガス）が急増した。 

＜ 地 域 別 ＞    （増減率） 

 対 米国 ＋ 2.3％ 2 年連続の増加 

 対 ＥＵ ＋10.8％ 2 年連続の増加 

 対 アジア ＋09.0％ 2 年連続の増加 

 対 中国 ＋ 6.8％ 2 年連続の増加 

＜ 5 大輸入品目 ＞     （億円） （増減率） 

 原油及び粗油 118,934 ＋ 21.9 ％ 

 ＬＮＧ 54,022 ＋ 52.2 ％ 

 衣類・同付属品 26,273 ＋ 09.6 ％ 

 石炭 25,220 ＋ 11.5 ％ 

 石油製品 23,442 ＋ 37.3 ％ 

 

【 収 支 】 

 輸出から輸入を差し引いた収支は 4 兆 4,101 億円

の赤字。 

 赤字となるとはリーマン・ショックのあった 2008 年

度以来 3 年ぶり、単年度としては比較可能な 1979

年度以降で最大。 

 

【 足元の動き 】 

 3 月の輸出は、6 兆 2,042 億円、前年同月比 5.9％

増と 6 ヵ月ぶりに増加に転じた。中国・EU 向けの

減少は続いているが、米国向けが自動車・自動車

の部分品等を中心に 6 ヵ月ぶりに増加に転じた。 

 3月の輸入は、6兆2,868億円、前年同月比10.5％

増と 27 ヵ月連続の増加となった。原油及び粗油・

LNG 等の増加が続いているほか、通信機が中国

からを中心に大きく増加した。 

 その結果、3 月の貿易収支は▲826 億円と 2 ヵ月

ぶりの赤字となった。資源高が続くなかでの貿易

黒字への転換は、輸出が持ち直すかどうかにか

かっている。米国経済、為替の動向など、引き続

き注視していきたい。 

 

＜ 四半期別動向＞ 

金額 2011 年度 

（兆円） 4-6 7-9 10-12 1-3 総額 

輸出 16.0 17.1 16.2 16.1 65.3

輸入 17.0 17.5 17.5 17.7 69.7

差引 -1.0 -0.4 -1.1 -1.5 -4.4

 

増減 2011 年度 

％ 4-6 7-9 10-12 1-3 総額 

輸出 ▲8.1％ +00.5％ ▲5.5％ ▲1.6％ ▲3.7％

輸入 +10.5％ +13.8％ +12.4％ +09.8％ +11.6％

 

（調査グループ 保田明子） 



２０１１年度貿易統計の概要（財務省４月１９日発表）

【地域別概要】 単位：億円、％（対前年比）

（数量） （価格） （数量） （価格）
２０１１年度 対世界 652,819 -3.7% -3.5% 0.2% 696,920 11.6% 2.0% 8.8% 1,349,739 3.6% -44,101 -

対米国 103,219 -0.8% -4.2% -0.8% 60,195 2.3% 5.2% -4.1% 163,413 0.3% 43,024 -4.8%
対EU 74,385 -3.6% -4.1% 2.6% 65,190 10.8% 8.6% 3.1% 139,575 2.7% 9,194 -49.8%
対アジア 361,219 -5.4% -6.0% 0.9% 309,034 9.0% 2.0% 7.3% 670,253 0.8% 52,185 -46.9%
対中国 124,805 -6.9% － － 147,825 6.8% － － 272,631 0.1% -23,020 415.4%

（備考）

　 金額 　 数量 （主要増加品目） （主要減少品目）

輸出 ２年ぶりの減少 ２年ぶりの減少 金属加工機械 － － 半導体等電子部品 自動車 プラスチック

輸入 ２年連続の増加 ２年連続の増加 原油及び粗油 ＬＮＧ 石油製品 － － －

輸出 ２年ぶりの減少 ２年ぶりの減少 建設用鉱山用機械 金属加工機械 鉄鋼 自動車 医薬品 半導体等電子部品

輸入 ２年連続の増加 ２年連続の増加 穀物類 石炭 医薬品 － － －

輸出 ２年ぶりの減少 ２年連続の増加 － － － 自動車 半導体等電子部品 鉱物性燃料

輸入 ２年連続の増加 ２年連続の増加 医薬品 自動車 有機化合物 － － －

輸出 ２年ぶりの減少 ２年ぶりの減少 － － － 半導体等電子部品 鉄鋼 プラスチック

輸入 ２年連続の増加 ２年連続の増加 石油製品 原油及び粗油 通信機 － － －

輸出 ２年ぶりの減少 － 金属加工機械 － － 鉄鋼 プラスチック 自動車

輸入 ２年連続の増加 － 通信機 衣類・同附属品 電算機類 音響映像機器 － －

２０１１年度 円ドルレート： ７９．０円/ドル（前年度８６．１円と比べ８．３％の円高）・・・税関長公示レート 原油入着価格： １１４．０ドル/バレル（前年度８４．２ドルと比べ３５．４％高）

【輸出上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率
２０１１年度 対世界 85,479 -5.4% 36,238 -4.4% 34,720 -14.7% 30,428 -1.4% 23,252 -1.5% 21,098 -9.9%

対米国 26,141 -6.4% 2,388 18.6% 2,285 -13.7% 6,674 0.2% 5,103 6.3% 1,329 -4.7%

対EU 8,652 -15.8% 855 -17.4% 2,330 -20.5% 4,255 3.2% 3,588 -1.6% 1,484 -6.4%

対アジア 14,231 0.9% 27,385 -7.7% 29,344 -14.1% 13,935 -3.8% 10,825 -5.8% 17,375 -10.6%

対中国 5,550 -9.8% 6,342 -10.7% 10,254 -3.6% 6,617 -2.9% 4,125 -11.8% 6,086 -9.2%

対中東 9,058 -16.2% 1,764 19.2% 29 -14.7% 875 6.8% 752 7.5% 223 5.8%

対ロシア 6,072 18.3% 334 -1.0% 3 -21.5% 201 40.2% 177 46.1% 30 -22.9%

【輸入上位品目】

金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率 金額 伸び率
２０１１年度 対世界 118,934 21.9% 54,022 52.2% 26,273 9.6% 25,220 11.5% 23,442 37.3% 17,173 27.8%

対米国 － 全減 139 -54.9% 144 -0.8% 1,335 90.6% 785 -2.5% 917 8.2%

対EU 103 38894倍 44 全増 1,154 10.6% 0 1.3% 265 -25.5% 695 -1.6%

対アジア 8,275 124.7% 20,271 19.7% 24,702 9.6% 4,441 1.7% 14,199 68.8% 15,227 31.8%

対中国 114 89.3% － － 20,747 5.5% 674 -24.0% 314 -34.9% 11,193 32.3%

対中東 100,908 19.8% 15,501 94.3% 3 -3.5% － － 6,645 12.1% 53 10.0%

対ロシア 4,862 -30.3% 4,299 79.7% 0 53.9% 1,549 17.7% 902 -3.6% 0 -24.7%

収支総額

対世界

対米国

伸び率

輸入

④自動車の部分品

対ＥＵ

対アジア

伸び率

輸出

③衣類・同付属品

⑥プラスチック

対中国

①自動車 ②鉄鋼

①原油及び粗油 ⑤石油製品

③半導体等電子部品

④石炭

⑤原動機

⑥通信機

金額 金額 金額 金額伸び率 伸び率

②ＬＮＧ
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